
今日一日の「出来事」



僕は、「校長室」に呼ばれた。

どうも、

朝の会で書いた
作文のことらしい。



「昨日、
食べた給食の味を再現する」と
いうテーマで、

「色」と「音」を
意識して、

作文をつくってみたんだ。



どんな作文かって？



「僕は、昨日、

給食のトンカツを食べて、

口の中で、

肉の汁と油が出て
ベストマッチだった。



牛乳を
口に入れたら、

牛が、

この牛乳を
くれたんだなと思い、



そしたら、

牛が

『もォ～』と、
声を出したんです。

真っ白だったので、
すごいと思いました。」



校長先生は、

「すごく、いいね！」と

ほめてくれました。



とっても、
うれしかった。



本当に、

牛が、

声を出したんです。



校長先生は、

「牛は、その時、何頭だったかな。」と

真剣に
聞いてきたので、



「６頭」と

答えました。



僕のつくった
五七五の句は、

「トンカツは
口に入れたら 音が鳴る」です。



夕方、
戸塚行のバスで、

驚いたことに、

またまた、

校長先生と一緒だった。



それも、

一番後ろの座席で
隣同士。

これって、
「運命」って、言うやつかな。



僕は、

将来、

テニス選手になりたいと
言ったら、



校長先生は、

「君なら、きっとなれるよ。」と
言ってくれた。



とっても、

うれしかった。



僕は、思った。



夢は、
口に出したら、

きっと
なれるような気がしてきたんだ。



「夢は、口に出したら、実現する！」



僕は、きっと、

今日一日の、

この「出来事」を、



いつまでも

忘れないだろうな。



さあ！

今日も、

元気を出して、がんばろう！
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